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見出された．   

① 桟橋の箱抜きによる後打ちコンクリートとの接続  

部は刃兼宿によるクラックが生じやすい．   

② コンクリート斜路部は他の一般堤体部よりも先行  

して施工しておかなければならないので，レア一  

打設との施工工程が複雑になる．   

③ 斜路部はレア一打設時にコンクリート厚が薄くな  

るので，クラックが発生しやすい．   

④ コンクリート打継部はチッビングを行う必要があ  

る．   

⑤ 桟橋の箱抜き部の後打ちコンクリートの施工は，  

レア一打設までに終了しない．   

⑥ 型枠用足場等の作業床が高所となり危険性があ  

る．   

⑦ 桟橋の組立て解体の回数が多いので危険度も大き  

い．   

これらはダムの止水性および作芙工程上重要であり，  

種々の検討をおこなった結果，桟橋に上昇機構を取付け，  

Flg．1のように進入路を再計画した．   

4．可動桟橋の構造  

楕矯は進入路側をピン支承で固定し，ダム側は可勤と  

なるようにフィレソト部に支柱を建てた門型構造として  

ローラ支承で受けたものである．ダム側の可軌部は桟橋  

を5（kmづつ上昇させる機構を持たせたものとLた（FIG．  

2およびFig．3）．  

リフトアップ装置は，電動ボンフで操作する油圧ジャ  

ッキをダム側支承の沓受けのH鋼と門型構造物の支柱と  

にピンによって取付けたものである（Fig．4）．この装置  

によって横棒をスライドさせるには以下のようにする．  

まず②のピンを引抜き，油圧ジャッキ①を伸ばし，上部  

のピン孔にピンを差込む．次にジャッキを少し縮め③の  

ピンを抜き取り，ジャッキを上部のピン孔まで縮めてピ  

ンを差込み固定する．以下同様にして尺取り虫式に桟橋  

を上昇させる．   

桟橋は2基を交互に組立て解体して使用し，取扱が容  

易で軽量なNTパネルを使用した．   

当初，下り勾配6．7％，上り勾配3．4％で3mのスライ  

ド範囲を持ったリフトアップ装置を製作し使用した．使  

用開始後，実際のダンプトラックの運行状況等を検討し  

て，門型構造物を鋼材およびワイヤーロープで補強し，  

勾配12％（上り下りとも同じ）でスライド範囲が7mに  

なるように装置を変更した．この変更によって桟橋を6  

回架設する予定であったのを5回架設とすることができ  

た．   
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1．はじめに  

白水川ダムは地形的に川幅が広く，合理化施工のため  

のRCD工法が採用されている．本工事ではバッチヤー  

プラントから打設現場までを1工程として，直接ダンプ  

トラックによるコンクリート運搬方式が特色である．   

本文ではこのコンクリート運搬路の進入桟橋について  

述べる．   

2．工事概要  

工事名  白水川ダム建設堤体工事   

施工場所 山形県東根市梨木平地内   

企業先  山形県   

工期  昭和59年10月～昭和66年2月   

ダム諸元 Tablelのとおり  

‾bblelダム諸元  

型  式   重力式コンクリートダム   

堤 頂 標 高   EL368．50m   

堤  高   54．50m   

堤 項 長   367．00m   

堤 項 幅   4．00m   

堤 体 積   315．000m8   

3．運搬路計画  

当初計画では進入路および進入桟橋を1か所づつと  

し，2基の桟橋を交互に繰り返し使用して所定の高さま  

でコンクリートを打設する予定であった．この計画で用  

いる桟橋は堤体側を堤体コンクリート上に設置し，斜路  

部は本体コンクリートの一部を先行施工して運搬路とし  

て使用するものであった．  

1工程によるコンクリートの運搬方法は初めての工法  

であり，当初計画を検討した結果，次のような問題点が  
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Fig．1達人路平面図  

を少なくした，堤高の大きなダム等にも使用できる，組  

立て式可動桟橋を開発することも必要であろう．まじ  

リフトアップ時の操作の自動化も検討していくことが必  

要であろう．   

なお今回の施工では支柱および門型構造物の組立てお  

よび解体は，堤体側で25tのクレーンを用いておこない，  

桟槍の組立ておよび解体は，進刃酎則で35tおよび25tク  

レーンを使用しておこなった．これらに要した作業人員  

は組立て時60人工解僻40人工，移動時15人工であっ  

た．  

5．コンクリートの打詮方法  

ひとつの進入路におけるコンクリートの打設高さは  

5．5mおよび8．5mとした．最初の打設面と桟橋との高低  

差は1．5mあるが，桟橋から堤体への鋼製のダンプトラ  

ック乗り入れ架台を敷設して，F癌．5のように一回の打  

設厚さ5〔kmのコンクリートを打設する．   

6．今後の課題  

今回使用した桟橋は設計荷重T－20で橋長は32mが限  

度であるが，できるだけ橋長を大きくし架設等の段取り  
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Fig．2 機構部の構造図  

Fig．3リフトアップ装置付門型  
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Fig．4リフトアップ装置  

Ell可‖ 乗＝lr如3甚‖ト15m・0一卜10m、1011・5m）を他  
小    ①の50mを・打謹する。  
占21可‖ 乗11r架た2掛0、05m、0，卜10m）を他州し⑧レ）50m  

を†I設寸る。  

3回‖＋雫lけ染チ；l甚川ト05m）を位川し③の50■¶を1「蒜十る。   

5（lmづつリフトア7ブを子1い乗lけ架台1掛0－05m）を他附し喜  
一⑨量で打設を寺fう。  

⑲の打或は乗l．汗架省を使朋しないです】設寸る  

⑪の才I設は掩縮lに乗lげ架台川－0．5m）を性附して打ぶする。  

4 01¶   

Fig．5 コンクリート打設順序  

丁．おわりに  

この桟橋の計画および設計等にあたり，御f旨導いただ  

いた本社機材部，設計部，平塚工場はじめ関係各位に深  

く感謝致します．   
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